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第7回板書演習

《附属小教員による板書指導》

⑴ 板書づくりの基本

⑵ 附属小板書の達人による「私の板書づくり」

⑶ 実践演習（グループ）



１年生 算数



板書指導案

板書計画



・２分割

・３分割

板書づくりの基本①「黒板の分割」

① ②

① ② ③



５年 社会



１年 算数



２年 国語



２年 道徳



黒板と児童のノートのつながり

板書づくりの基本②「板書とノートの一体化」

５年生 算数

児童のノート

板書



○文節や一行の字数、行間の幅

板書づくりの基本③「改行の位置」等

○行頭の高さを揃える



○全体のバランス

子供の考えや意見等を
書いていく



○正しい表記



板書の達人①

③課題

④見通し

①前 時

②問題
めあて

前時の振り返り
本時との違いを比較できるようにする。

本時のレベルアップポイントがわかるよう
に色を変えて囲んだり、キーワードを残し
たりする。

子供と子供の言葉で課題を設定する。
キーワードが目立つようにする。

言い過ぎず、放任になりすぎない程度の
キーワードをヒントとして残す。



それぞれがやりたいことを言うから、な
かなかまとまらない…。

やたらと、話し合いが長引く…。

子供と（が）決める

目的意識の確認



板書の達人②

単元を通したキーワード、深める課題



板書の達人②

板書とノート指導で子どもは変わる

○板書計画＝授業準備
1時間の授業が黒板1枚に収まる

○発達段階に応じた板書
低学年：正しく、大きく、ゆっくりと

中学年：ルールを決めて分かりやすく

高学年：子供の発言を取り入れる



板書の達人③
板書例：２年道徳科 「黄色いベンチ」

【この板書のポイント】
・中心発問を黒板の半分もしくは半分より左になるべく位置付け、児童の考えを多く書くようにすること。
・色を分けながら、クラス全体で内容を共有したり深めたりすること。



板書の達人③

【自分の板書のこだわりや大切にしていること】

・座席が後ろの児童も見えるように大きさに気をつけて
  います。
・児童の考えを多く板書に位置付けるようにしています。
・白のチョークが1番多く使っています。分類したり大事
な言葉を確認したりするときは、色チョークも使ってい
ます。



板書の達人④



板書の達人④

• 【道徳】導入の質問を板書の左端に書く

→振り返りの際に、自分の価値観がはじめとどのように変容したか、授業でどのような深ま

りがあったか子供たちが書きやすいのではないかと考えている。

• 課題の前の教材の内容を確認する際はフキダシや挿絵などを活用してどんな子供たちに

も内容がすっと入るように → 課題の際に深く考えることにつながる

• この時間で中心的に考えてほしいことを「課題」として提示

• 内容によっては発表された順番に書くのではなく、価値や大まかなまとまりごとに分けて書

くことも【例】〈友だちのため〉〈自分のため〉〈社会のため〉

• 何度も出てきた意見には線を引くなどして、子供の言葉がきちんと板書に位置づくように

• 「めあて」や「課題」は言いながら書く → 子供たちが聞きながら書けるようにするため



・板書演習で、行をそろえて書くことや、キリの良いところで
改行することなどを学んだおかけで、今回の実習でいかせ
たと思う。
 

・板書は綺麗に書くだけでなく、スピードも大切であることを
学ぶことができた。
  
・大学では字を書く練習はあり、効果を感じられたものの、
構造的な板書についての学習内容は薄かった。

実習生のコメント



①チョークの色使い
・ポイントや大切なところは色を変える
・囲む、吹き出しなどで目立たせる
②定規を使って黒板に線を引くこと
・めあて、課題、まとめ、ふりかえり
③聞いたことを板書する
・スピードも大切

練習しておく方がよいこと



実際に板書をしてみましょう
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